
A

日
本
最
後
の
清
流

川
が
泣
い
て
い
ま
す
。

私
た
ち
に
、
大
い
な
る
恵
み
を
与
え
て
く
れ
た
四
万
十
川
が…

。

そ
の
涙
の
理
由
は
、
私
た
ち
の
営
み
に
あ
り
ま
し
た
。

四
万
十
川
の
行
く
末

特集

１
９
８
３
年
、
９
月
に
放
送
さ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
「
土
佐
・
四
万
十
川

〜
清
流
と
魚
と
人
と
〜
」。
こ
の
番
組

で
、
四
万
十
川
は
良
好
な
水
質
と
豊

か
な
水
量
を
誇
り
、
１００
種
以
上
の
生

き
物
が
生
息
す
る
「
日
本
最
後
の
清

流
」
と
し
て
、
そ
の
名
が
全
国
に
知

れ
渡
り
ま
し
た
。

そ
れ
以
降
、「
四
万
十
川
」
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
が
確
立
さ
れ
、
全
国
へ
と

広
が
り
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
大
き
な

恵
み
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
四
万
十
川
に
近
年
、

異
変
が
起
き
つ
つ
あ
る
の
で
す
。
今

回
の
特
集
で
は
、
そ
ん
な
四
万
十
川

の
知
ら
れ
ざ
る
現
状
に
迫
り
、
四
万

十
川
の
豊
か
さ
が
、
こ
れ
か
ら
先
も

永
遠
に
約
束
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
、
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

四
万
十
川
の
恵
み
と
し
て
代
表
的

な
も
の
に
、
天
然
の
ア
ユ
や
ウ
ナ
ギ

な
ど
の
川
の
幸
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
も
、
稲
作
を
は
じ
め
と
す
る

農
業
に
使
用
す
る
水
や
蛇
口
を
ひ
ね

れ
ば
勢
い
よ
く
流
れ
出
る
水
道
水
も
、

ま
た
四
万
十
川
の
恵
み
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
四
万
十
川
の
恵
み
は
、
直

接
的
な
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
「
四
万
十
」
と
い
う
名
称
そ
の

も
の
が
ブ
ラ
ン
ド
と
な
り
、
農
作
物

や
畜
産
物
、
加
工
品
な
ど
に
多
く
利

用
さ
れ
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
が
持
つ

価
値
が
、
知
ら
ぬ
間
に
私
た
ち
の
暮

ら
し
に
大
き
な

恵
み
を
も
た
ら

し
て
く
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
恵
み
、「
あ
た
り
ま
え
」
だ
と
思
わ
な
い
。

「
清
流 

四
万
十
川
」
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な
い
。

今
、
四
万
十
川
の
川
底
が
大
変
な
こ
と
に
。

川
石
が
砂
や
泥
に
埋
も
れ
て
い
ま
す
。

知
ら
ぬ
間
に
受
け
て
い
る
恵
み

日
常
生
活
の
中
で
、
皆
さ
ん
は
四

万
十
川
を
ど
の
く
ら
い
見
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
通
学
時
や
通
勤
時
、
ま

た
仕
事
中
や
買
い
物
の
道
中
な
ど
、

川
を
風
景
の
一
部
と
し
て
で
は
な
く
、

こ
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
唯
一

無
二
の
こ
の
町
の
資
源
と
し
て
、
川

を
見
て
い
る
方
は
ど
の
く
ら
い
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
最
近
、
皆
さ
ん
の
中
に
も
「
川

が
や
せ
た
」
と
か
、「
河
原
が
や
せ
た
」

と
い
う
言
葉
を
、
耳
に
し
た
こ
と
が

あ
る
方
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

「
や
せ
た
」
要
因
は
、
四
万
十
川
の

川
底
に
あ
り
ま
し
た
。
本
来
、
川
は

水
と
一
緒
に
砂
利
や
玉
石
な
ど
も
下

流
へ
と
流
し
ま
す
。
し
か
し
、
今
、

玉
石
な
ど
の
比
較
的
大
き
な
石
は
、

下
流
へ
と
流
れ
ず
、
細
か
い
砂
や
泥

の
み
が
下
流
へ
と
流
れ
て
い
る
の
で

す
。
結
果
、
川
に
は
大
き
な
石
が
無

く
な
り
、
小
さ
な
砂
利
や
小
石
ば
か

り
に
な
っ
た
こ
と
で
、「
や
せ
る
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
や
せ
た

河
原
は
砂
で
ガ
チ
ガ
チ
に
固
ま
り
、

川
底
に
は
泥
や
砂
が
堆
積
し
た
こ
と

で
、
以
前
は
た
く
さ
ん
泳
い
で
い
た

ウ
グ
イ
や
オ
イ
カ
ワ
な
ど
の
小
魚
は

減
少
し
、
今
で
は
砂
地
を
好
む
ナ
マ

ズ
、
カ
メ
、
ス
ッ
ポ
ン
が
多
く
生
息

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

細かい砂で目詰まりして固まった河原

泥が堆積している川底 泥や砂が堆積していない正常な川底

日頃、見ている川を、誰も汚そうとは思いません。

今
の
四
万
十
川
へ
の
素
朴
な
疑
問

神田事務局長に
く!昔と今、川の何が変わったの？

川底の状態が変わっています。

川は水だけではなく、砂利や玉石なども流しています。しかし、
山林の荒廃や圃場整備、砂防事業などさまざまな要因で、その砂
利や玉石などが下流へと流れる仕組みが変わってしまいました。
大きな石が流れなくなり、細かい砂や泥のみが下流へ流れ、川
底に溜まっている状態となっているのです。

Q
A

川底に砂が溜まるとなぜいけないの？
砂が石の隙間に入り込んで、川底が固まってしまうからです。

A 川に関心を持って、みんなで川をもっと見るようにしよう！

細かい砂が、石と石の隙間に入り込み、目詰まりを起こすと、川
の底石が動かなくなり、固まってしまいます。
石の裏に生息する水生生物も減少し、魚の産卵場所もなくなるこ
とで、川底の生き物に大きな影響を及ぼしてしまうのです。

Q

今から私たちにできることは？

四万十川は、流れが緩く汚れやすい川と言えます。
そんな四万十川を、これまで清流として守ってきた文化
や知恵がこの町にはあります。その知恵を繋ぎ、多く
の方が川に関心を持って川を見始めると、洗い物一つ
とっても、その洗い方が変わってくるはずです。

Q

（公財）四万十川財団

事務局長 神田 修さん
おさむ
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